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日本固有種。北海道、本州(福井県以東）、四
国の亜高山帯に分布し、岐阜県では神岡町の
標本がある。

自然遷移や大規模な林道工事などによる生育
地の崩落・埋没が懸念される。

生育地の保全

開発工事の計画には、小規模な場合でも、事
前の調査と細心の注意が必要である。
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フキユキノシタ Saxifraga japonica  H.Boissieu 絶滅危惧Ⅰ類

ユキノシタ科

生育地が分布の境界にあたり、生育面積が極
めて狭く、個体群も希少である。

写真（岐阜県博物館）　標本

茎は地上で分枝せず、束生する根生葉は葉身
が長さ幅ともに15cmほどで長柄があり、フキ
の葉に似る。花茎は20-60cmになり、時に茎葉
をつける。白色～帯赤紫色の花は放射相称で
やや疎らな円錐花序をつくる。斜開する4mmほ
どの長卵形の花弁は5枚あり、早落性。

多雪地帯の深山～亜高山帯の谷川沿いに生
え、7-8月に花をつける。


